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下
北
ジ
オ
パ
ー
ク
で
8
月
30

日
～
9
月
1
日
に
開
催
さ
れ
た

第
14
回
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
全
国

大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

下
北
半
島
は
青
森
県
下
北
半
島

に
あ
る
む
つ
市
（
人
口
約49,800

人
）
他
1
町
3
村
に
よ
り
構
成

さ
れ
、
恐
山
、
仏
ヶ
浦
、
大
間

崎
、
尻
屋
崎
等
、
魅
力
的
な
場
所

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

 

主
会
場
で
あ
る
む
つ
市
の
下
北

文
化
会
館
（
開
会
式
ほ
か
）、
む

つ
マ
エ
ダ
ア
リ
ー
ナ
（
大
交
流

会
）、
し
も
き
た
克
雪
ド
ー
ム

（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
展
示
発
表
、

口
頭
発
表
、
飲
食
・
特
産
品
売
）

な
ど
の
豪
華
な
設
備
と
、
参
加
し

た
ジ
オ
パ
ー
ク
関
係
者
、
小
中
高

生
、
一
般
の
人
の
数
の
多
さ
と
熱

気
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。 

 

下
北
半
島
は
津
軽
海
峡
、
太
平

洋
、
陸
奥
湾
に
囲
ま
れ
、
斧
の
よ

う
な
形
を
し
た
本
州
最
北
端
の
地

域
で
す
が
、
北
東
端
の
尻
屋
崎
に

あ
る
尻
屋
埼
灯
台
は
、R.H.

ブ
ラ

ン
ト
ン
が
設
計
監
督
し
た
四
つ
の

レ
ン
ガ
造
り
灯
台
（
菅
島
、
御
前

埼
、
犬
吠
埼
、
尻
屋
埼
）
の
最
後

に
建
て
ら
れ
た
灯
台
で
、
犬
吠
埼

灯
台
の
2
年
後1876

年
に
初
点

灯
し
ま
し
た
。
戊
辰
戦
争
で
下
北

に
移
封
さ
れ
た
旧
斗
南
藩
士
が
レ

ン
ガ
製
造
や
灯
台
建
設
に
関
与
し

た
そ
う
で
す
。
津
軽
海
峡
に
流
れ

込
む
正
津
川
河
畔
で
焼
い
た
レ
ン

ガ
が
灯
台
建
設
に
使
用
さ
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
の
事
で
す
（「
な

び
た
び
北
東
北
」
よ
り
）。「
の
ぼ

れ
る
灯
台
16
」
の
う
ち
の
一
つ

で
、
内
部
に
入
る
こ
と
が
で
き
、

レ
ン
ガ
二
重
構
造
を
じ
っ
く
り
見

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
感
激
し
ま

し
た
。 

       

     

大
会
三
日
目
の
九
月
一
日
、「
ジ

オ
パ
ー
ク
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
教

育
、
経
済
、
環
境
、
社
会
な
ど
様
々

な
分
野
に
つ
い
て
、
十
四
の
分
科

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

私
と
内
匠
さ
ん
は
、『
大
地
と
自

然
と
人
を
つ
な
ぐ
フ
ェ
ノ
ロ
ジ
ー

カ
レ
ン
ダ
ー
』
と
い
う
分
科
会
に

参
加
し
ま
し
た
。 

磐
梯
山
ジ
オ

パ
ー
ク
協
議
会
が
企
画
・
進
行
を

担
当
し
ま
し
た
。 

 

フ
ェ
ノ
ロ
ジ
ー
カ
レ
ン
ダ
ー
と

は
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
で
す
が
、

地
域
の
自
然
と
人
の
営
み
を
表
し

た
生
活
季
節
暦
で
す
。 

 

地
域
の
多
様
な
「
お
宝
」
や
暮
ら 

         
し
が
ジ
オ
パ
ー
ク
と
つ
な
が
り
、

「
ジ
オ
ス
ト
ー
リ
ー
」
と
し
て
感

じ
ら
れ
る
手
段
や
方
法
の
改
善
を

課
題
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

方
式
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

 

 

実
際
に
暦
に
記
入
し
て
み
て
、

ジ
オ
ス
ト
ー
リ
ー
を
可
視
化
す
る

の
に
は
有
効
な
手
法
だ
と
思
い
ま

し
た
。 

        

九
月
一
日(

日)

、
第
十
四
回
日
本

ジ
オ
パ
ー
ク
全
国
大
会
下
北
大
会

の
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
開
催

さ
れ
た
標
記
イ
ベ
ン
ト
に
小
玉
副

会
長
と
参
加
し
た
。 

 

当
初
は
前
日
の
予
定
で
あ
っ
た

が
、
あ
い
に
く
の
天
候
で
中
止
と

な
り
、
幸
い
に
も
翌
日
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
た
。 

 

当
日
は
前
日
と
打
っ
て
変
わ
っ

て
晴
天
と
な
り
、
波
も
な
く
穏
や

か
な
湾
内
ク
ル
ー
ズ
を
体
験
で
き

た
。
当
日
は
大
会
会
場
脇
の
岸
壁

で
「
水
中
処
分
母
船
二
号
」
の
艦
内

見
学
後
、曳
船
に
乗
船
し
大
湊
地
方

隊
の
艦
船
基
地
で
あ
る
芦
崎
湾
内

を
ク
ル
ー
ズ
。 

 

水
中
処
分
母
船
は
機
雷
等
の
海

上
危
険
物
の
捜
索
や
処
分
を
支
援

す
る
船
で
、水
中
作
業
時
に
使
用
す

る
機
材
等
の
説
明
や
艦
内
の
説
明

を
受
け
た
。 

 

湾
内
ク
ル
ー
ズ
で
は
前
日
午
前

中
の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ア
ー

で
歩
い
た
海
上
自
衛
隊
基
地
内
の

芦
崎
浜
を
海
上
か
ら
見
学
で
き
、陸

上
か
ら
の
景
色
と
は
ま
た
別
の
感

慨
が
あ
っ
た
。 

こ
の
乗
船
体
験
に
は
全
国
大
会
参

加
者
の
他
に
地
元
の
人
も
か
な
り

参
加
乗
船
し
て
お
り
、陸
奥
湾
の
帆

立
漁
獲
量
が
大
幅
に
減
少
し
、地
元

民
の
口
に
入
る
こ
と
も
減
っ
て
い

る
と
の
現
状
等
も
聞
く
こ
と
が
で

き
る
な
ど
、下
北
の
人
々
と
交
流
す

る
こ
と
が
で
き
て
有
意
義
で
貴
重

な
体
験
で
あ
っ
た
。 

  

 

 

フェノロジーカレンダーを前に 

灯台内部のレンガ二重構造 

銚子ジオパーク市民の会 
ニュース 

 

屛風ケ浦（銚子

市） 

分
科
会
に
参
加
し
て 

 
 
 
 
 

房
州 

文
子 

 

海
上
自
衛
隊
大
湊
地
方

隊
自
衛
艦
艇
見
学
と 

曳
船
湾
内
ク
ル
ー
ズ
に

参
加
し
て 

 
 
 
 
 
 

田
中 

 

豊 

報
告 

第

 
 

小
玉 

健
次
郎 

 


